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　県議会では、公職選挙法を遵守し、虚礼廃止の実をあげるため、選挙区内の
香典を一切行わないこととしています。

選挙区内における香典廃止に関する申し合わせについて
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●新年度予算●大規模広域防災拠点●障害
福祉施策の充実●地域経済と社会の振興
●防災・減災、国土強靱化●土地の管理と利
用に関する政策の展開●県域水道一体化

他の質問項目

構想の目指すところや具体的な取
組、実現に向けた進め方について

伺いたい。また、（仮称）奈良県立工科大
学について、どのような特色を持った大
学の設置を目指すのか。

問

教育、健康、安全・安心などをテー
マとする、「全ての人が幸せを感じ

られるまちづくり」につながる取組につい
て、磯城郡３町においてチャレンジし、状
況の進展に合わせて構想を進化させて
いく。
また大学では、県の産業競争力の強化を
目的として、ＡＩやデータサイエンス等の
基盤的な知識・技術を活用し、エネルギー
や医療、健康、交通、農業など「人」を取り
巻く社会課題を解決することを目指す研
究・教育体系を構築する。すべての人の
「学びたい」気持ちに応えられる大学とな
るよう検討を進めていく。

答

大和平野中央田園都市
構想の実現に向けた
取組について

田中 惟允議員（自由民主党）
た なか ただみつ

他の質問項目

令和５年５月８日から感染症法上の
位置づけを２類相当から５類へ引き

下げることが決定されたことを受け、これ
までの本県の３年間余にわたる感染症へ
の対応の総括と、今後の取組方針につい
て伺いたい。

問

本県では実証的なデータに基づき、
効果が不明確な時短要請などでは

なく、県民の命と健康を守る医療提供体
制の確保に全力を注いだ結果、これまで
全ての重症患者を重症専用病床で治療で
きた実績がある。
また、全国に先駆けた無利子・無保証料の
制度融資などの様々な取組により、経済
面でも強力で実効的な事業者支援を行っ
てきた。
引き続き、安心できる医療提供体制の確
保と基本的な感染防止対策の周知ととも
に、コロナ禍で傷ついた社会・経済の活性
化に向けた取組を全力で進めていく。

答

新型コロナウイルス
感染症への対応について

荻田 義雄議員（自民党連合・創生）
おぎ た　 よし お

●県庁版働き方改革●大和平野中央田園都
市構想の実現に向けた来年度の取組●企業
誘致●大和平野地域における幹線道路の整
備●交番・駐在所の最適化

他の質問項目

西和医療センターの移転・再整備に
ついて、これまでの検討状況につい

て伺いたい。また、今後、県としてどのよ
うに取り組んでいくのか。

問

センターの移転等について、公共交
通機関のアクセスに優れている等、

病院利用者の利便性が大きく向上すると
考えられるＪＲ王寺駅南側を移転候補地と
して検討を進めている。
現在、具体的な診療機能や病床数等の検
討を行っており、令和５年度中に整備基本
計画策定を予定。災害時の対策として浸
水を想定した機器・設備の配置、緊急車
両の運行ルート等の検討をしている。併
せて、地震への備えとして建物を免震構
造とするほか、ヘリポートの設置など、災
害拠点病院としての機能を新たに担うこ
とを考えており、令和１３年頃の開院を目
標に検討を進めていく。

答

西和医療センターの
移転・再整備について

奥山 博康議員（自民党倭）
おくやま ひろやす

●国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大
会の開催●地域デジタル化の推進●（仮称）奈
良県立工科大学の新設●世界遺産登録の推
進●地域おこし協力隊●県庁における働きや
すい職場環境づくり●県立高校における課題
●特殊詐欺対策●運転免許センターの整備

他の質問項目

奈良県立医科大学前に設置される
新駅は、現在どのような状況で、新

年度以降どのように進められるのか。また、
新駅周辺のまちづくりについてはどうか。

問

新駅については、現在、過年度に県
が行った基礎調査を元に、設置位置

等を近鉄に検証いただいている。昨年、
県・医大・橿原市・近鉄で協定を締結し、八
木西口駅との併存が可能になったので、
来年度は、改めて新駅の需要予測等を行
い、関係者と協議の上、基本計画を取りま
とめるほか、費用負担等の基本事項につ
いて合意を目指す。
また、周辺のまちづくりについては、検討
会を開催し、民間企業や有識者の意見も
頂きながら検討を進めている。
今後も関係者との協議を着実に進め、令
和１３年を目標に、新駅の供用及びまちび
らきを実現したい。

答

橿原市域の鉄道や駅を
軸としたまちづくりに
ついて

森山 賀文議員（新政なら）
もりやま  よしふみ

●奈良新「都」づくり戦略２０２３
●非正規雇用労働者の正規雇用化
●新型コロナウイルス感染症の５類への見直し
●地域医療構想

他の質問項目

計画がこのまま進んでいくことにつ
いて、住民は不安を抱いておられる

が、今後、県はこの不安に対してどのよう
に対応しようとしているのか。

問

令和５年１月に応急防災工事の完了
を現地で検査・確認した。また変更

許可申請については、関係法令に定める
許可要件や技術基準への適合を厳正に
審査し、災害・水害防止のための調整池
は、大和川総合治水条例の基準に基づ
き、森林法基準の３０年確率より厳しい５０
年確率の降雨に対応させた。
県としては、事業の動きを注視し、必要に
応じて指導等を行うとともに、事業者に
対し、住民への周知・理解を得る取組を行
うよう、引き続き指導する。また、法令等
が定める許可要件や技術基準などにつ
いては、許可権者として状況に応じて丁
寧に説明していく。

答

平群町のメガソーラー
開発計画について

山村 幸穂議員（日本共産党）
やまむら　さち ほ

●２０５０年ゼロカーボンシティを目指すため
の取組

●大和川水系の人口密集地区における洪
水対策

●王寺駅周辺のまちづくり

他の質問項目

大阪・関西万博を訪れる観光客に奈
良に泊まってから万博会場に行って

頂けるような仕掛けづくりについて、今
後どのように取り組んでいくのか。

問

宿泊を伴う旅行の大半は、一週間
前までに予約が済ませられている

ので、旅行の最中ではなく、旅行出発前
から奈良の情報に触れてもらい宣伝する
ことが肝要。今後とも海外の旅行商談会
や旅行博、メディアの記事露出やＰＲ等
で、奈良の魅力などを発信するとともに、
滞在プランの造成に取り組んでいく。
また、万博会場のパビリオンについては、
各県独自の宣伝をしても、会場でそれを
見て、その府県へ行こうという人は少な
いため費用対効果の考えから本県は独自
の誘客パビリオンを設置するのではなく、
関西全体の展示・催事スペースに出展協
力する。

答

大阪・関西万博
について

清水 勉議員（日本維新の会）
しみず  つとむ

代 表 質 問

　　　　　　　　●南部・東部地域の振興
●音楽による文化振興●スポーツの振興
●高齢者施策の充実●子ども医療費助成制
度の拡充●農業の振興●リニア中央新幹線
の整備促進●ヤングケアラー●県立高校に
おけるＩＣＴを活用した教育

２月定例会      
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代表質問・一般質問とその答
弁を掲載した会議録を、次の
定例会開会までに奈
良県議会ホームペー
ジに掲載します。

質問・答弁の全文は

●奈良テレビでは、本会議の
代表・一般質問を生中継し
ています。
●インターネットでは、本会
議の全日程や委員会の審
議の様子をライブ配信する
とともに、録画
配信も行ってい
ます。

奈良県議会中継 検索

油圧ショベルなどの
公道走行について   

川口 正志議員（自民党連合・創生）
かわぐち しょう し

●御所市の市勢発展に向けた県の取組
●公職選挙法の解釈と適用

他の質問項目

今回の運転免許取消処分は、親切な
行為をした方を不当に処分する結果

となっており、調書のねつ造と冤罪、不適
切な取り調べ行為も行われていると考え
るが、本件処分は改めるべきではないか。

問

係争中の事案の回答は差し控える。い
ずれにせよ県公安委員会は、県警察を

管理する立場にあり、その権限と責任を有す
るので、県警察が各種法令に基づき適切に
職務執行をすることはもとより、奈良県の安
全・安心の確保に向けた活動を的確に推進
するよう、引き続き、県警察を督励していく。

答

大規模広域防災拠点の
整備について

秋本 登志嗣議員（自民党連合・創生）
あきもと と し つぐ

●国道１６８号新天辻工区の整備●県内国公
立大学の統合による総合大学化

他の質問項目

大規模広域防災拠点の整備の進捗状
況と、今後の見通しについて伺いたい。問

県では、立地条件の良い五條市に大
規模広域防災拠点の整備を進めてい

る。整備はⅠ期、Ⅱ期、Ⅲ期と段階的に進める
こととし、令和４年度はⅠ期・Ⅱ期整備に必要
な土地について、地権者の皆様のご協力を
得て取得が叶い、事業開始式を開催。工事
用道路の調査や設計などを進めている。
令和５年度から造成工事に着手し、Ⅰ期整備
は令和７年度、Ⅱ期整備は令和１４年度の完
成を目指す。

答

新型コロナワクチン
健康被害救済制度
について

植村 佳史議員（自由民主党）
うえ むら  よしふみ

●平城宮跡南側地区の公園整備●新型コロ
ナワクチン接種回数と死亡者数との因果関係

他の質問項目

重い症状に苦しむ方や、症状が長期
化している方に対し、きめ細かな支

援が必要と考えるが、県はどのように取り
組んでいるのか。

問

副反応を診療する医療機関を協力医療
機関等として整備しているほか、県設置

の副反応コールセンターでは丁寧に症状を伺
い、協力医療機関等に繋ぐなどの対応を行って
いる。また、新型コロナワクチンに対応した健康
被害救済制度を利用しようとする方がお困りに
ならないよう、申請必要書類に関する記載マ
ニュアルを作成し、関係機関等に配付している。

答

教育職員を目指す
障害のある学生の
支援について

小村 尚己議員（自由民主党）
こ  むら　なお き

●高齢運転者の交通安全対策●広域的な観
光地域づくりの促進●県立二階堂高校キャ
リアデザイン科●奈良県公契約条例

他の質問項目

教育職員を目指す障害のある学生を支
援するため、奈良県が独自に進めている

全国ネットワークの取組状況について伺いたい。
問

県教育委員会では、「全国障害学生
支援ならネット」を令和３年５月より運

用し、付与したアカウントを用いて、個別の
支援や相談、全体交流会等を行い、参加学
生の教育職員になることへの強い意欲の
醸成につなげている。また、教職に関わる
講座も実施。令和３年度は、受講学生が奈
良県や埼玉県の採用試験に合格した。

答

●地域デジタル社会の構築により県民の幸
福な生活の実現と地域の持続的な発展を図
る条例●奈良県文化会館の整備●就学前の
子どものはぐくみ●誰もが快適に楽しめる観
光地づくり●市町村の森林環境譲与税の活
用に向けた県と市町村との連携●不登校対
策●子育て・教育への経済的支援の充実

他の質問項目

持続的な賃上げの実現には、企業の
生産性向上を図る取組や人への投

資が不可欠だが、「新しい時代の地域資本
主義に基づき活力ある持続可能な経済と
社会の実現を図る条例」の制定も踏まえ、
県は今後の施策をどう進めていくのか。

問

持続的な賃上げの実現には、賃金の
原資となる付加価値の獲得、価格転

嫁力の向上のための取組が重要。条例で
は、そのために必要な生産性の向上等に
関する施策を定めている。また、継続的に
付加価値を高めていくためには、地域の
ニーズに応じた人材を地域社会全体で育
てることも重要。今後、基本計画の策定過
程で、企業の人への投資が進みやすくな
るような環境づくりを具体的に検討し、奈
良から始める新しい時代の地域資本主
義、「三方良し」の社会の実現を目指す。

答

持続的な賃上げに
向けた取組について

山中 益敏議員（公明党）
やまなか ますとし

一 般 質 問

議会の様子をテレビや
インターネットで
視聴できます

２月定例会      

可決した意見書
この定例会では、意見書２件を可決しました。
意見書は、内閣総理大臣のほか関係大臣などに
提出しました。

▶物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の
改善を求める意見書

▶新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の
日常を守る取組の強化を求める意見書

意 見 書
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項　目 件数 件 　　　名 議決結果
知事提出の予算案件

知事提出の条例案件

知事提出のその他案件
議員提出の予算案件

議員提出の条例案件

知事提出の予算案件
知事提出の条例案件

知事提出のその他案件

議員提出の条例案件

　　請　願　 

１６件

２３件

１１件
１件

２件

７件
１件
８件
１件
１件
１件
１件

１件

令和５年度奈良県一般会計予算　等
地域において良い人材を集め育成することを目指した
良い職場づくりの推進に関する条例　等 
流域下水道維持管理費等市町村負担金の徴収の変更について　等
令和５年度奈良県一般会計予算に対する修正案
奈良県議会個人情報保護条例
奈良県政務活動費の交付に関する条例を廃止する条例
令和４年度奈良県一般会計補正予算（第７号）　等
ふぐの販売及びふぐ処理師に関する条例の一部を改正する条例
道路整備事業にかかる請負契約の変更について　等
監査委員の選任について
地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について
地方自治法第１８０条第１項の規定による専決処分の報告について
奈良県議会議員の政治倫理に関する条例の一部を改正する条例
子どもたちの生活がより文化的なものとなるよう
感染対策の緩和にむけて県としてのメッセージ発出を求める請願

原案可決

原案可決

原案可決
否決
原案可決
否決
原案可決
原案可決
原案可決
原案同意
原案承認
報告受理
原案可決

採択

令
和
５
年
度
議
案　

令
和
4
年
度
議
案　

◀全ての議案等の件名及び議員別の表決結果は、ホームページに掲載しています。

２月定例会　議決結果        

２月定例会      

　３５３回目となる２月定例会を、２月１７日から３月
１６日までの２８日間の日程で開催しました。今定例
会には、令和５年度当初予算案及び令和４年度補
正予算案をはじめ、条例案など議案６９件が知事か
ら提出され、議員からは４件の条例案などを提出し
ました。
　開会日には、荒井知事から、新年度の重点施策
を中心に提案理由の説明を受けました。また、１４
人の議員が県政全般について代表質問や一般質

問を行い、活発な議論をしました。さらに、常任委
員会と予算審査特別委員会を開催し、付託議案の
審査などを行いました。
　閉会日には、予算審査特別委員長及び常任委員
長報告が行われ、知事から提出のあった議案につい
て、いずれも原案どおり可決や承認などをしました。
　なお、令和３年７月に設置された５つの特別委員
会は、今定例会の委員長報告をもって約２年間の
調査活動を終了しました。

定例会の概要2月

大雨による
水害対策について

太田 敦議員（日本共産党）
おお た   あつし 

●大和高田市立病院の移転整備に関する協
定●地域公共交通●盛土規制法

他の質問項目

ゲリラ豪雨発生等に対応するため、
これまでの平成緊急内水対策の進

捗状況を踏まえ、さらなる対策が必要だが、
県は今後どう取り組むのか。

問

現在、３９箇所中、２箇所が完成、高田土
木事務所の地下貯留施設など１８箇所で

事業を進めている一方、事業未着手箇所があ
るなど、進捗状況にばらつきがある。機運を高
めるため、本年１月に進捗状況を関係者で共有
し、県HPに掲載し見える化した。県は、市町の
取組促進のため、引き続き、財政支援や技術的
支援を行い、浸水被害解消に努めていく｡

答

滝川の維持管理
について

乾 浩之議員（自民党倭）
いぬい ひろゆき

滝川の美観維持や住民の安心のため、
早期に土砂浚渫などの環境整備をす

るべきと考えるがどうか。
問

河川内の堆積土砂撤去は、治水上、環
境上の観点から、計画的に実施してお

り、令和３年度までに西名阪自動車道より上
流約１kmの区間で実施した。今年の出水期
までに、下流約７００mの区間でも行う予定。
また、滝川大橋から上牧新橋の延長約２.５
kmの区間で河川内除草及び２００本以上の
樹木伐採を行う予定。引き続き、安全・安心
で快適な環境を維持できるよう努力していく。

答

他の質問項目　　　　　　　　●貨物運送事業者への燃料
費高騰対策●西和医療センターの移転・再整備
●王寺駅周辺の治水対策●広瀬川の整備●地
域の交通問題●馬見丘陵公園の魅力向上

子育て支援について

田尻 匠議員（新政なら）
た　じり たくみ

　　　　　　　　●スポーツの振興●県内公共
交通の維持・存続・発展●広域防災拠点となる中
町「道の駅」●西ノ京周辺の道路整備●奈良の木
の利用促進●地域における防犯体制の強化

他の質問項目

子ども医療費助成の市町村間での支援
のばらつきをなくすために、県内全域で

対象年齢を高校生世代までに拡大するととも
に、完全無償化すべきと考えるがどうか。

問

本制度は実施主体である市町村が地
域の実情に即して設計しており、１１市

町村で完全無償化しているが、残り２８市町
村では、制度持続のため最低限の負担とし
て、一部負担金を設けている。高校生世代へ
の対象拡大については、全市町村が合意さ
れる場合は、県も連携し、費用の半分を負担
していきたいと考えている。

答

一 般 質 問

※記載の所属会派は、改選前のものです。
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